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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の規制緩和の動きがすすみ、経済

活動は通常化しつつある状況にありました。しかし、ウクライナ情勢を発端とした世界情勢の不安定な状況は継続

しており、原材料や原油、エネルギー価格等の高騰により極めて厳しい状況にあります。諸外国では物価高に対処

するため中央銀行の政策金利の利上げ等の状況もあり、日本との金利格差による円安の動きがみられ、先行きに対

する不透明感が続いております。

　このような状況のもと、当社グループは安定した製品の供給を維持できるよう生産能力の強化を実施し、生産の

効率化による原価低減に努めました。

　この結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高は38億92百万円（前年同期比12.0％増）となりました。

利益面につきましては、効率化による原価低減に努めたものの原材料価格及びエネルギー価格の高騰、円安等の影

響があり、営業利益２億79百万円（同52.3％減）、経常利益３億８百万円（同55.0％減）、親会社株主に帰属する

四半期純利益１億89百万円（同68.2％減）となりました。

　セグメントの経営成績は、次のとおりであります。

（ゴルフ事業）

　ゴルフ事業につきましては、国内でのゴルフ場利用者数及びゴルフ人口の回復の状況が見られました。このよ

うな状況のもと、当社は生産の増強及び品質の維持を実施し、安定供給に努めました。この結果、売上高18億34

百万円（同10.5％増）となりましたが、原材料高及び為替等の影響もあり営業利益３億51百万円（同27.1％減）

となりました。

（メタルスリーブ事業）

　メタルスリーブ事業につきましては、ＤＸの進展による複合機需要の低下や複合機市場の半導体不足による生

産調整の影響があり売上高１億87百万円（同32.5％減）となりました。また、生産の効率化による原価の低減に

努めたものの、原材料高等の影響があり、営業損失15百万円（前年同期は52百万円の営業利益）となりました。

（鍛造事業）

　鍛造事業につきましては、タイ自動車生産市場は堅調に推移しており、当社は製品の安定供給及び品質の維

持、原価の低減対策等に努めました。この結果、売上高18億70百万円（同21.6％増）となりましたが、原材料高

及びエネルギー価格等の高騰の影響があり、営業利益90百万円（同49.4％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

　当第１四半期連結会計期間末における資産合計は、230億78百万円となり、前連結会計年度末に比べ12億10百万

円増加いたしました。

　流動資産は、146億14百万円となり、前連結会計年度末に比べ11億63百万円増加いたしました。この主な要因

は、現金及び預金、商品及び製品、電子記録債権が増加したこと等によるものであります。固定資産は、84億63百

万円となり、前連結会計年度末に比べ46百万円増加いたしました。この主な要因は、建設仮勘定が増加したこと等

によるものであります。

　負債合計は、43億83百万円となり、前連結会計年度末に比べ８億87百万円増加いたしました。

　流動負債は、29億９百万円となり、前連結会計年度末に比べ８億52百万円増加いたしました。この主な要因は、

賞与引当金、支払手形及び買掛金、未払金及び未払費用が増加したこと等によるものであります。固定負債は、14

億73百万円となり、前連結会計年度末に比べ35百万円増加いたしました。この主な要因は、繰延税金負債が増加し

たこと等によるものであります。

　純資産合計は、186億95百万円となり、前連結会計年度末に比べ３億22百万円増加いたしました。この主な要因

は、為替換算調整勘定が増加したこと等によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、2023年２月14日の決算短信で発表いたしました第２四半期連結累計期間及び通期

業績予想に変更はありません。

なお、業績予想数値は現時点で入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際の業績は今後さまざまな要因

によって記載の業績数値と異なる結果となる可能性があります。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,157,634 7,993,660

受取手形及び売掛金 3,348,038 3,051,943

電子記録債権 333,251 495,964

有価証券 100,000 100,000

商品及び製品 799,261 1,012,645

仕掛品 661,943 792,011

原材料及び貯蔵品 958,408 1,040,072

その他 145,269 174,540

貸倒引当金 △52,718 △45,985

流動資産合計 13,451,088 14,614,855

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,638,460 2,629,386

機械装置及び運搬具（純額） 1,991,884 1,996,788

工具、器具及び備品（純額） 137,542 179,041

土地 1,558,750 1,582,181

建設仮勘定 114,287 185,245

有形固定資産合計 6,440,924 6,572,642

無形固定資産 98,575 109,905

投資その他の資産

投資有価証券 984,464 867,207

投資不動産（純額） 234,524 233,985

退職給付に係る資産 526,669 539,796

繰延税金資産 116,440 124,302

その他 15,653 15,874

投資その他の資産合計 1,877,753 1,781,167

固定資産合計 8,417,254 8,463,714

資産合計 21,868,342 23,078,570

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 907,541 1,685,694

短期借入金 100,000 100,000

未払法人税等 107,420 91,229

未払金及び未払費用 478,416 561,905

賞与引当金 183,922 342,495

その他 279,639 128,277

流動負債合計 2,056,939 2,909,602

固定負債

長期借入金 275,000 250,000

繰延税金負債 635,113 670,372

退職給付に係る負債 441,302 467,494

役員株式給付引当金 50,481 53,643

その他 36,899 32,308

固定負債合計 1,438,797 1,473,818

負債合計 3,495,736 4,383,421

純資産の部

株主資本

資本金 1,241,788 1,241,788

資本剰余金 1,220,643 1,220,643

利益剰余金 13,896,078 13,927,145

自己株式 △297,498 △297,498

株主資本合計 16,061,012 16,092,079

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 8,363 8,717

為替換算調整勘定 2,333,879 2,632,828

退職給付に係る調整累計額 △30,649 △38,476

その他の包括利益累計額合計 2,311,593 2,603,069

純資産合計 18,372,605 18,695,148

負債純資産合計 21,868,342 23,078,570
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2023年１月１日

　至　2023年３月31日)

売上高 3,476,369 3,892,285

売上原価 2,463,889 3,201,615

売上総利益 1,012,479 690,670

販売費及び一般管理費 427,752 411,573

営業利益 584,727 279,097

営業外収益

受取利息 2,722 10,331

受取配当金 21 25

投資不動産賃貸料 2,664 2,664

助成金収入 39,837 20,683

為替差益 70,111 7,405

その他 11,010 13,200

営業外収益合計 126,367 54,310

営業外費用

支払利息 1,268 519

持分法による投資損失 11,791 8,453

投資不動産賃貸費用 3,693 3,752

投資事業組合運用損 6,646 7,711

その他 1,630 4,200

営業外費用合計 25,030 24,637

経常利益 686,063 308,770

税金等調整前四半期純利益 686,063 308,770

法人税、住民税及び事業税 128,867 88,539

法人税等調整額 △38,512 30,497

法人税等合計 90,354 119,037

四半期純利益 595,708 189,733

親会社株主に帰属する四半期純利益 595,708 189,733

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2023年１月１日

　至　2023年３月31日)

四半期純利益 595,708 189,733

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 16,107 354

為替換算調整勘定 655,967 298,948

退職給付に係る調整額 326 △7,827

その他の包括利益合計 672,401 291,476

四半期包括利益 1,268,109 481,209

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,268,109 481,209

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

１．簡便な会計処理

固定資産の減価償却費の算出方法

減価償却の方法として定率法を採用している固定資産の減価償却費については、連結会計年度に係る減価償

却費の額を期間按分して算定しております。

２．四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算定会

計基準適用指針」という。）を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２項

に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用するこ

とといたしました。

なお、この変更による四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症拡大に伴う会計上の見積りについて）

前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）（新型コロナウイルス感染症拡大に伴う会計上の見積りについ

て）に記載した新型コロナウイルス感染症の影響の仮定および会計上の見積りについて、重要な変更はありません。

（グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱いの適用）

当社及び国内連結子会社は、当第１四半期連結会計期間から、連結納税制度からグループ通算制度へ移行しており

ます。これに伴い、法人税及び地方法人税並びに税効果会計の会計処理及び開示については、「グループ通算制度を

適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第42号　2021年８月12日。以下「実務対応報告第

42号」という。）に従っております。また、実務対応報告第42号第32項(1)に基づき、実務対応報告第42号の適用に

伴う会計方針の変更による影響はないものとみなしております。
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（単位：千円）

報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

ゴルフ事業
メタルスリ
ーブ事業

鍛造事業 計

売上高

顧客との契約から生じる収益 1,659,399 278,447 1,538,522 3,476,369 － 3,476,369

その他の収益 － － － － － －

外部顧客に対する売上高 1,659,399 278,447 1,538,522 3,476,369 － 3,476,369

セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ － － － － －

計 1,659,399 278,447 1,538,522 3,476,369 － 3,476,369

セグメント利益 482,691 52,578 179,221 714,491 △129,764 584,727

（単位：千円）

報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

ゴルフ事業
メタルスリ
ーブ事業

鍛造事業 計

売上高

顧客との契約から生じる収益 1,834,079 187,915 1,870,290 3,892,285 － 3,892,285

その他の収益 － － － － － －

外部顧客に対する売上高 1,834,079 187,915 1,870,290 3,892,285 － 3,892,285

セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ － － － － －

計 1,834,079 187,915 1,870,290 3,892,285 － 3,892,285

セグメント利益又は損失(△) 351,916 △15,959 90,635 426,592 △147,494 279,097

（セグメント情報等）

Ⅰ．前第１四半期連結累計期間（自　2022年１月１日　至　2022年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．セグメント利益の調整額△129,764千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△129,764千円

が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の総務・経理部門等の管理部門

に係る費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ．当第１四半期連結累計期間（自　2023年１月１日　至　2023年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額△147,494千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用

△147,494千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の総務・経理部

門等の管理部門に係る費用であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

- 8 -

㈱遠藤製作所（7841）2023年12月期 第１四半期決算短信


	サマリー情報 230510 Final 
	添付資料 230510 Final

